
協同組合ウイングバレイ・
国際医療ボランティア AMDA と連携

平和を願いウクライナを支援

　問い合わせ　人権・まちづくり課国際・交流
推進係（☎ 0866－92－8242）

　1～3避難民受け入れにあ
たり思いを述べる AMDA の菅
波代表、市長、協同組合ウイ
ングバレイの晝田眞三理事長
（写真左から）　4市民らの思
いが込められた支援金を菅波
代表に手渡す

　梅雨時期には全国各地で土砂災害が頻発し、時
には尊い人命が奪われています。いつ、どこで起
こるか分からない土砂災害から身を守るもっとも
確実な方法は“逃げること” です。
　日頃からハザードマップを活用し、避難場所や
避難経路、身の回りの危険箇所などを事前に確認
しておきましょう。また、災害時の集合場所や連
絡手段などを、家族と話し合っておくのも良いで
しょう。
　土砂災害から命を守るポイントや普段からの備
えについては、県防災砂防課のホームページでも
確認してください。

災害への備えを万全に
問い合わせ　危機管理室（☎ 0866－92－8599）

水防工法訓練を行い水害に備えます

６月は土砂災害防止月間

　台風や大雨などによる水害発生時に的確・迅
速に対応するため、市職員や消防団員が水防工
法訓練などを実施します。
　日時　６月５日㈰、午前 6時 30 分から 8時
まで
　場所　そうじゃ水辺の楽校
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５
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新たな担い手の確保・育成

◆	新規就農者を確保するため、
生産組合と連携し県内や都市
圏で開催される就農相談会な
どへの参加を促す
◆	地域農業の担い手である営農
組合や大規模農家を支援する
ため、地域住民や障がい者福
祉事業所などへ作業の一部を
委託する仕組みづくりを行う

など

継続的な土地の維持管理
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　基本目標である「産業としての農業の発展と地
域コミュニティー維持の実現」を目指し、担い手、
土地・生産基盤、販売力の３つの指針を定めました。

行政・生産者・消費者・事業者が協力して市の農
業を盛り上げることで、もうかる農業の実現を目
指します。

総
社
市
農
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ビ
ジ
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総
社
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農
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ビ
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ョ
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総
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の
農
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り
、
つ
な
ぐ

総
社
市
農
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ビ
ジ
ョ
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を
改
定

３つの視点で目標を設定し“もうかる農業の実現”を目指します

市HP

◆	農地中間管理機構の活用
などを行い、耕作する意
思がある人と農地のマッ
チングを推進。耕作放棄
地の発生を抑制する
◆	中古農業用ハウスなどの
資源の有効活用を検討
◆	農業先端技術の情報収集
や情報共有を実施

など

農業への興味関心・ブランド力の向上

◆	販売方針の参考とするため、
総社産農産物に対する意識
調査を行う
◆ 	SNS やインターネットを活
用した販売・宣伝を推進し、
市内外の販路拡大を図る

◆	農業体験や調理・加工体験
など、消費者と生産者が交
流できる場を設ける

など
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